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は じ め に 

全国 的 に は 終了 し つつ ある 園 場 整備 事業 で あり ます が 、 広 大 な 農地 を 有する 南あわじ 市 で は 現在 
る 園 場 整 備 事 業 を 主 と す る 大 規模 開発 が 続い て お り 、 埋 蔵 文化 財 行政 に と っ て 非常 に 厳し い 状況 で 

あり ます 。 し か し 、 一 方 で 発掘 調査 に よっ て 得 ら れ た 新た な 知見 の 増加 に より 、 古 代 に 淡 路 国府 の 

貫 か れ た 南あわじ 市 の 重要 性 や 、 他 の 時 代 に お いて も $ 非 常に 興味 深い 地域 で ある こと が ます ます 明 
ら か に な りつ つ あ る こと は 、 当 市 の 文化 財 行 政 に と っ て 喜ば し いこ と で あり ます 。 

この 開発 事業 に 伴う 発掘 調査 か ら 得 られ た 資料 は 、 我 々 の 祖先 の 営み を 探る と 同時 に ふる さと 溢 

路 を 知る 資料 に な り 、 今 後 後 世に 継承 し て いく こと が 現代 社会 に 生き る 我々 の 重要 な 責務 と 認識 し 

て お り ま す 。 

今回 刊行 いた し ます 年 報 は 、 調 査 概要 と いう 不 十分 な 形 で は ある と 思い ます が 、 今 後 も る さら な る 

努力 に より 地域 史 の 解明 と 当 市 の 文化 財 保 護 と 理解 に 女 め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 賜 り ま す よ 

う よ ろ し く お 願 いし ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 厚く お礼 

申し 上 げ ま す 。 

南あわじ 市 教育 委員 会 

数 長岡 田 昌 大 

例 言 

1. 本 書 は 南あわじ 市 教育 委員 会 が 2008( 平 成 20) 年 度 に 実施 し た 、 埋 蔵 文化 財 調 査 の 記録 で ある 。 
2. 調査 は 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 が 担当 し た 。 

. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友美 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 白 川 裕 二 ・ 儲 井 健司 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 
豊田 亜希 子 ・ 演 崎 真 紀 ・ 濱 本 善 美 ・ 要 本 早苗 ・ 三 宅 靖 子 が 行っ た 。 

4. 本 書 の 編集 は 定 松 が 行 っ た 。 執筆 ・ レ イア ウト に つい て は 文 示 に 記し て いる 。 調査 担当 者 に つ 
いて は 、 調 査 一 覧 に 記す 。 

5. 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 多 く の 方 々  の ご 協力 と ご 指導 を いた だ いた 。 

ここ に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 (敬称 略 ) 

荒木 浩司 ・ 伊 藤 安 幸 ・ 浦 上 雅史 ・ 岡 本 一 秀 ・ 鈴 木 啓 ・ 藤 本 史子 ・ 森 岡 秀 人 ・ 渡 辺見 宏 ・ 

中 世 土 妖 研 究 会 
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8 井手 田 遺 跡 (1 次 調査 ) 

6 佐保 谷 瓦 穴 跡 (1 次 

9 木戸 原 遺跡 (8 次 調査 ) 

10 淡路 国分 寺跡 (18 次 調査 ) 

2 オ 門 遺跡 
3 大 野 遣 中 
4 大野 遺跡 
5 九 蔵 遣 中 

7 大 野 遣 中



第 1 章 埋蔵 文化 財 事 業 の 動向 

平成 20 年 度 は 分 布 調査 6 件 、 試 掘 調査 1 件 、 確 認 調査 4 件 、 本 発掘 調査 6 件 を 行っ て いる 。 分 布 
調査 の 内 1 件 は 新規 の 男 場 整備 事業 で ある 。 分布 92.31lha、 試 掘 8T、 確 認 885.3、 本 発掘 
7,292.67 串 、 分 布 を 除く 調査 面積 合計 が 8,185.97 と な り 、 こ こ 数 年 の 調査 面積 と 比較 し て る も る や や 

減少 傾向 に ある 。 

主 な 発掘 調査 は 、 最 終 調 査 と な っ た 経営 体育 成 基盤 整備 事業 の 市 西 地 区 、 同 じ く 経営 体育 成 基 艇 

整備 事業 の 阿 万 本 庄 地 区 ・ 御 陵 地 区 、 団 体 営 園 場 整備 事業 の 八幡 地区 や 東 沖田 地区 を 行っ た 。 

主 な 調査 成果 は 、 東 沖田 地区 ( 九 蔵 遺跡 ) で は 縄文 一 中 世に か け て の 遺構 を 、 御 陸地 区 (オオ 門 遺 
跡 ) で は 古代 の 掘 立柱 建物 な ど 、 阿 万 本 庄 地 区 (井手 田 遺 跡 ) で は 古墳 時 代 の 遺物 を 多く 確認 し た 。 

em 
単位 : 分 布 調査 ha) 調査 面積 (mi) 臣 時 の 職員 数 は その 年 度 の の べ 人 数 

自 ma 上 調査 量 と 職員 数 の 推移 1 

16 ーー 一 一 | ーー 一 一 ie 
分 14000 発 

内 還 職 12| ご 所 
阿 査 加 。 | 」 10000 回 

画 数 8 8g000 ) 病 策 回 ー ) ) 8000 ヨー 人 ( 下 に ( * 4000 
( | 」 2000 

し. | 人 ill 時 | ii し 0 | の Ti 1 | ーー 0 こ ご 

平成 18(2006) 年 度 平成 19(2007 年 度 平成 20(2008) 年 度 平成 18(2006) 年 度 平成 19(2007 年 度 平成 20(2008) 年 度 
調査 年 度 調査 年 度 

は 撮 調 査 ”。 議 琴 立会 記 査 [確認 調査 映 呈 遇 正規 職員 調 旦 開 臨時 職員 一介 - 一 発 掘 面積 
芋 本 発 掘 調査 | 合 一 分布 調査 _ | 

調査 量 と 職員 数 の 推移 2 

啓蒙 普及 活動 と し て は 、 ト ライ や る ウィ ー ク で 三原 中 学校 (5 月 12 一 16 日 ) 4 名 、 南 潤 中 学校 (5 

月 26 一 30 日 ) 3 名 を 受け 入れ た 。5 月 26 日 に 賀集 小学 校 5 年 生 44 人 を 対象 に 出前 授業 を 行っ た 。 ま 

だ 、 発 掘 調査 速報 展 - 平成 17・18 年 度 調査 を 市 内 3 ケ所 に 巡回 し た 。 広報 に 「 南 あわ じ の 文化 

財 」 と 題し て 地上 文化 財 と 埋蔵 文化 財 を 隔月 で 掲載 し 、 現 在 7 年 目 を 迎え て いる 。 埋蔵 文化 財 調査 

事務 所 で は 展示 スペ ー ス が な いた め 教 育 委員 会 が 所 在 す る 西 淡 公民 館 で 、 本 年 度 よ り 年 3 回 の 展示 

物入れ 替え を 目標 に 不定 期 の 埋蔵 文化 財 ミ ニ 展 示 を 開始 する 。 第 1 回 は 古代 官 衛 遺 跡 の 嫁 ヶ 渕 遺跡 、 
第 2 回 は 中 世 の 武 士 階 級 の 建物 が 確認 され た 大 畑 ・ 後 山 遣 跡 の 出土 遺物 な ど を 展示 し た 。 

出前 授業



第 2 章 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 

事 業 名 

第 1 和朗 埋蔵 文化 財 調 査 一 覧 表 お よび 調査 位置 図 

大 型 店 舗 建設 事業 

経営 体育 成 基盤 整備 事業 (市 西 地区 ) | 

経営 体育 成 基盤 整備 事業 (御陵 地区 ) | 

基盤 整備 促進 事業 (八幡 地区 ) 

基盤 整備 促進 事業 (八幡 地区 ) 

基盤 整備 促進 事業 ( 東 沖田 地区 )・ | 
道 隔 万 190 号 線 道路 改良 事業 

市 暫 全 201 号 道 中 改良 事業 ( 抹 
鍛治 屋 地区 ) 

市 茶屋 池 款 道路 新設 改良 事業 (人 
木 養 宜 上 地区 ) 

賀集 宅地 造成 事業 

市 道 秋葉 道 2 号線 道中 改良 事業 ( 困 
那賀 地区 ) 

倉庫 新築 工事 (民間 ) 

内 容 . 面積 

に に ニニ ュ ュ ニー 

| 担当 者 | 遺跡 名 所在 地 1 所 在 地 2| 

| 野田 H212.66 

i 島 エツミ 

| 吉津 路 |H21.2.27 

| 採集 遺物 な し 

| 平安 ・ 室 町 時 代 ・ 近 世 の 遺 構 ・ 遺 物 確認 

| 古墳 奈良 ・ 平 安 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 確認 

| 奈良 平安 時 代 ・ 中 世 ・ 近 世 の 遺 村 . 中 物 
確認 

| 奈良 鎌倉 時 代 の 遺構 ・ 遺 物 確認 

正四 時 人 欄 の 條 本 

| 古代 の 瓦 等 の 遺物 は 出土 し た が 、 遺 構 
| 未確認 

| 縄文: 奈良 時 代 ・ 中 世 の 遺 構 ・ 貴 物 確認 

| 弥生 へ 中 世 の 遺 構 * 伺 物 確認 

| 弥生 時 代 中 期 の 己 物 、 古 墳 時 代 前 期 の 
| 遺構 ・ 遺 物 確認 

i 9 世紀 頃 を 中 心 と する 遺構 ・ 遺 物 確認 

| 土師 賀 土器 ・ 須 貞 串 ・ サ ヌカ イト 片 "次 
| 磁器 を 多く 採集 

| 土師 質 土 器 ・ 須 恵 器 ・ サ ヌカ イト 片 " 了 
| 磁器 を 採集 

| 揚 乱 を 受け て お り 、 遺 構 ・ 遺 物 未確認 





第 2 節 主 な 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 

ー3 次 調査 - を て し いよ = 

立石 遺跡 1 

5 福 永 字 立石 外 日 市 三條 一 TH 所 在 地 

事業 名 _ 経営 体育 成 基 盤 整 備 事 業 

担当 者 定 松 佳 重 

万 別 

9 月 25 日 。^ )( F 5 月 19 日 

トド 発掘 調査 
人 平成 20 調査 期間 まみ 

きす 

7 7 
ミー 調査 面積 

調査 の 位置 

調査 内 容 
本 調査 対象 地 は 小 島 最 大 の 平野 で ある 

1 

38.7m を 測る 緩和 斜面 に 位置 )( ! 央 部 の 標高 32.2 

る 。 

良 時 代 の 山 惣 廃 = 世 の 木 戸 原 遺跡 や 奈 令 期 ・ 律 + 

三原 平野 

、 東 に は 室町 時 代 の 供 差 塔 で ある 桜塚 が 立地 する 。 居館 跡 

ョ 墳 時 代 中 期 rm 後期 
IT 

し 、 南 あわ じ 特 産 の 玉ねぎ の 栽培 が 盛ん に 行わ れ て い 

は 室町 時 代 の 地頭 方 殿 の - ビ コ 
ヘー 

周辺 に は 西 に 弥生 時 代 中 

等 跡 、 南 西 ! 

以下 、 成 果 の あっ た 調査 区 の み 記 述 す る 。 

調査 区 設定 図



【1 区 】 (調査 面積 oe) 

! 央 に 新設 の 農道 が 入る た め 、 東 西 に 調査 区 が 分 か れる 。 遺構 は 土塊 を 多く 確認 し た 。 柱 太 と 思 
われ る 土塊 る ある が 、 建 物 は 構成 し な い 。 遺構 は 切り 合い が ある た め 2 時 期 あ る が 、 出 土 す る 土器 
か ら は 大 き な 時 期 差 は 認め られ な い 。 

遺物 は 土師 質 土 器 や 羽 釜 ・ 須 恵 器 こね 鉢 ・ 陶 器 片 が 出土 し 、 瓦 器 は な く 、15 世 紀 前 半 (室町 時 代 ) 
と 考え られ る 。 遺 構 65・79・80 か ら は 焼 土塊 が 出土 し た 。 特 に 遺構 80 か ら は 多く 出土 し た が 、 こ れ 

ら の 遺構 が 火 を 受け た 痕跡 は な い 。 し か し 、 こ の 3 基 の 遺構 は 近接 し て お り 、 南 側 の 新設 農道 部 分 
に 焼 土塊 を 発生 させ る な ん ら か の 遺構 の 埋蔵 が 考え られ る 。 

【3 区 】 (調査 面積 138mi) 

遺構 は 溝 と 土 了 芝 を 確認 し た 。 遺構 1 は 1.12x0.72m、 深 さ 0.24m を 測る 。 底 は 平坦 で ある が 、 遺 
物 は 出土 せ すず 性 格 不明 で ある 。 溝 2 は 流水 の 痕跡 は な く 、 平 安 時 代 と 思わ れる 土師 質 土 器 片 が 出土 
し て いる 。 

_ 
到
 

【4 区 】 (調査 面積 967.4mi) 

中 央 に 農道 が 入る た め 、 南 北 に 調査 区 が 分 か れる 。 1 一 7 区 の 南 ブ ロッ ク で は 、 土 や 溝 状 遺構 
の 他 に 旧 駐 畔 ・ 近 代 失 乱 が 確認 され た 。 

遺構 186・29・45 は 遺物 が 出土 せ すず 、 性 格 は 不明 で ある 。 他 に る ゃ る 同様 の 土 孤 (遺構 37・39) が ある 
が 、 遺 構 37 は 近代 失 乱 を 切っ て 掘り 込ま れ て いる こと か ら 、 こ の 2 基 の 土塊 は 新しい る の と 考え る 。 

北 ブ ロッ ク で は 遺構 55・57 よ り 西 に 向かっ て 大 きく 傾斜 し て お り 、 シ ルト と か な りき め の 細 か い 

細 砂 質 土 が 堆積 する 。 こ こ か ら は や や 古い 土師 質 土器 片 が 出土 し て お り 、 平 安 時 代 の 可能 性 が 考え 
られ る 。 

2 まとめ 

本 調査 で は 中 世 の 遺 跡 で ある こと が わか っ た 。 確認 調査 結果 より 4 ・5 区 で の 遺構 検出 を 想定 し 
て いた が 、 反 し て 1 区 で 多く 確認 し た 。 1 区 で 出土 し た 土器 の 多く は 羽 釜 で あり 、 一 般 集 落 の 存在 
が 考え られ る 。 ま た 、 1 区 包含 層 か ら は サ ヌ カ イト 製 の 石 鱗 も 出土 し て お り 、 平 成 19 年 度 調査 で る 
庄内 併行 期 の 違 療 住居 が 見 つか っ て いる こと か ら 、 1 区 西 か ら 南 に か け て 庄内 併行 期 の 遺構 の 埋蔵 
が 考え られ る 。 ( 定 松 ) 





さい か ど 

2 才 門 遺跡 一 2 次 調査 一 

所 在 地 _ 人 賀集 鍛治 屋 字 才 門 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

担当 者 _ 的 崎 壮 

種別 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 20 年 6 月 13 日 一 7 月 25 日 

調査 面積 ]oS 品 

1 調査 内 容 

本 調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 三原 平野 の 南西 端 に 位置 し 、 標 高 22.6 一 26.0m の 緩 斜 面 
に 立地 する 田園 地帯 で ある 。 周辺 に は 調査 地 束 部 に 接し て 県 道 洲本 灘 賀集 線 が 南北 に 走り 、 当 遺跡 

の 他 に 縄文 時 代 や 弥生 時 代 の 遺構 が 顕著 で あっ た 神子 曽 遺跡 や 奈良 時 代 の 建物 や 溝 な ど が 確認 され 
た 石田 遺跡 が 県 教育 委員 会 に よっ て 調査 され て いる 。 

上 記事 業 に 伴っ て 確認 調査 を 行っ た 結果 、 古 代 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し た こと か ら 、 事 業 施工 に よっ 

て 遺跡 に 影響 の 及ぶ 排水 路 部 分 と 周 場 面 に 関し て 記録 保存 を 行う こと と な っ た 。 調査 は AI 地区 
に 分 け て 行っ た 。 以下 、 成 果 の あっ た 調査 区 の み 記 述 す る 。 

人 

WooES 証 只 や いい 光 。 選 夫 玉 So rk | | ll 
り 北 側 は 確 層 が 広がっ て いて 遺構 は 確認 で 
き な か っ た 。 6 区 より 十 側 で は 掘 立柱 建物 ンーー 守 ーー ペ 、、 
1 棟 と 土塊 な ど を 確認 し た 。 掘 立柱 建物 は ーー 
篤 行 2 間 x 桁 行 3 間 で 1 間 の 柱 問 は 当行 が 2 提 計 枯 14 
2.1m、 桁 行 が 2.3m で ある 。 建 物 の 柱 療 で 3. 建物 遺構 5 名 ご 
ある 遺構 14 か ら は 8 世紀 前 半 の 須恵 器 款 革 、 A 地 区 出土 遺物 

2 



遺構 15 か ら は 丸 底 MV a 式 の 抽 塩 土器 が 出土 し て いる 。 ま た 、 遺 構 1 か ら は 古墳 時 代 前 期 の 土師 器 高 

天 や 葬 が 出土 し て いる 。3ー5 区 の 東側 は 低 湿地 と な り 、 湧 水 が み られ る こと か ら 和 生活 に は 適し て 

いな か っ た る の と 思わ れる 。 
1 
十 

A 地 区 平面 図 

【F 地区 )〕 
176 表 の 調査 を 行っ た 。 人 後世 の 削 平 が 遺構 面 ま で お よん 

で いた た め 、 非 常に 浅い 地点 で 遺構 を 確認 し た 。 幅 5m 

ほど の 不定 形 な 土塊 と し て 浅く 僅か に 残っ て いた 遺構 5 

の 南部 で は 直径 1 m ほ どの 範囲 で 焼 土 が 広がっ て お り 、 

そこ に 丸 底 MVa 式 の 製塩 土器 が 密集 し て いた 。 こ こ で 製塩 

作業 が 行わ れ て いた か は 不明 で ある 。 

[TI 地区 )〕 
193 責 の 調査 を 行っ た 。 全域 が 黄 褐 色 粘 砂 質 土 の 安 定 し 

た ベー ス を し て いる 。 1 一 3 区 は 遺構 の 密度 が 低かっ た 

が 4 区 より 北 で は 掘 立柱 建物 2 棟 や 桶 列 を 確認 し た 。 建 

物 1 は 東西 2 聞 以 上 x 南 北 3 間 で 、 東 西 の 1 間 の 柱 問 は 

2.0m、 南 北 は 2.2m で ある 。 こ の 建物 の 西側 に は ほぼ 並 

行 し て 和樹 列 が 並ぶ 。 建物 2 は 東西 3 間 以 上 x 南 北 2 問 で 、 

東西 の 1 間 の 柱 問 は 1.6m と 2.3m 以 上 、 南 北 は 2.2m と 

2.4m で ある 。 柱 穴 か ら は 製塩 土器 が 出土 し て いる 。 建物 

1 と 2 は 重なっ て いる た め 同 時 併存 で は な い が 、 遺 構 の 

切り 合い が み ら れ な いた めそ の 前 後 関係 は 不明 で ある 。 

遺構 55 か ら は 小片 で は ある が 8 世紀 後半 一 末 の 須恵 器 の 

珠 身 や 珠 蓋 ・ 塊 の ほか に 製塩 土器 や 鶴 片 が 出土 し て いる 。 

この 徐 片 の 同一 個体 が 建物 1 の 柱 穴 で ある 遺構 36 か ら る $ る 

出土 し て いる た め 、 建 物 1 は この 時 期 と 考え られ る 。 遺 

構 面 直 上 の 包含 層 か ら る 8 世紀 後半 一 未 の 遺物 が 出土 し 

て いる 。 

ーーー ゴ 

F 地区 遺構 5 出土 遺物 



2 まとめ 

| 地区 平面 図 

S=1/4 

| 地区 包含 層 出土 遺物 

調査 地 の あ る 人 賀集 鍛冶屋 か ら 八 幡 に か け て は 、 古 代 の 潤 路 国 三原 郡 役所 で ある 郡 衛 の 所 在 地 で あっ 
た だ た と する 考え が ある 。 こ の 地域 は 

いる 地域 で ある 。 鍛冶 屋 で は 和 同 

近年 の 発掘 調査 に よっ て 、 次 々 と 古代 の 重要 な 遺跡 が みつ か っ て 

諸 珠 の 銀 銭 (708 一 709 年 ) が 採集 され て いる が 、 銀 銭 は 全国 的 に 

る 出土 例 が 少な く 、 県 下 で は 南 あ 

る 。 ま た 、 八 幡 の 大 野 遺 跡 で は 官 和 

て いる 。 

わ じ 市 に ある 古代 官 術 で ある 妃 蔵 遣 跡 と 鍛治 屋 の 採集 品 だ け で あ 

訂 的 な 建物 や 遺物 が 確認 され 、 岸 ノ 上 遺跡 で は 倉庫 群 が み つか っ 

今回 の 調査 の 結果 、 古 墳 時 代 前 

遺構 は 、A・B 区 の み で し か 確認 

長 時 代 一 平安 時 代 初頭 の 遺物 や 遺構 は 遺跡 の は ほぼ 全域 で 確認 で きる こと か ら 、 か な り 広 範囲 に 広がっ 

て いる と 思わ れる 。 内 陸 部 で あり 

の 周辺 の 遺跡 の 特徴 と 言え る 。 阿 

で 詰め 替え な どの 何ら か の 作業 が 

期 ・ 奈 良 時 代 一 平安 時 代 初頭 の 遺構 を 確認 し た 。 古墳 時 代 前 期 の 

し て いな いた め 、 こ の 時 代 の 範囲 は あま り 広 く な いで あろ う 。 奈 

な が ら 、 映 塩 土器 の 出土 が 多い の も 山路 川 や 大 日 川治 い に あ る こ 

方 の 海岸 部 で 調 塩 と し て 生産 され た 塩 が 陸路 で 運ば れ 、 こ の 周辺 

行わ れ た だ 後 、 川 を 利用 し て 海 に 出 て 、 都 まで 運ん で いっ た 可能 性 

が 考え られ て いる 。 包含 層 に は 、 鎌 倉 時 代 や 室町 時 代 の 遺物 が 含ま れ て いる こと か ら 、 周 辺 に この 

時 代 の 遺構 が ある と 考え られ る 。 今後 は この 周辺 で の 開発 に 注意 を 要する 。 (的 崎 ) 
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調査 の 位置 

調査 内 容 
本 調査 は 、 賀 集 八幡 南 地区 で 計画 され て い 
調査 地 は 
か ら な る 。 

1 

る 団体 営 画 場 整備 事業 に 伴う 確認 調査 で ある 。 

、 標 高 11.98m 一 14.55 を 測る 水田 日 川 支 流 で ある 山路 川中 流 右岸 域 原平 野 西部 の 大 ン | 

調査 は 、2 x 2mm の 調査 区 を 

重機 ・ 人 力 併用 ン 41 ヶ 所 設定 し 

ン 調査 の 結果 で 進め て いっ た 。 

ーC で 地点 ) で 大 きく 3 ヶ所 (A 

遺構 また は 遺物 包含 層 を 確認 す 

る こと が で きだ た 。 

以下 主要 地点 の 概要 を 述べ る 。 

【A 地点 】 
調査 地 西 部 に 位置 する 地区 で 

ある 。No.13・36・37 調 査 区 で 

土塊 、 小 穴 、 潮 な どの 遺構 を 確 

認 し た 。No.13・37 調 査 区 は ベー 

ス に が 多く 含ま れる こと か ら 、 

遺構 と の 識別 が 困難 で ある が 、 

遺構 埋 士 は の 含み 具合 が 少な 

く 、 色 調 が わずか に うす い 。 遺 

物 は No.13 の SK 1 か ら 土 師 問 ・ 

瓦 質 土 器 、P 2 か ら は 上 右 ・ 土 

師 器 な ど が 出土 し て お り 中 世 前 

半 頃 と 考え られ る 。 

109m 

に
 
0
 

0
 
4
 
へ
 

間 
の
 

No.36 調 査 区 に お いて 、 調 査 

和 同 

に 伸び る 幅 40cmx 深 さ 20cm の 潮 

(SD 1) を 確認 し た 。 

区 東 の 中 池 の 方 向 か ら 東西 方 

磁器 ( 和 付 ) が 出 

遺物 は 

し て お り 近 調査 区 設定 図 1 本 

世 頃 と 思わ れる 。 湧 水 が 著 し い 。



No.13 

1 2.5Y7/3 浅 黄 色 細 砂 質 土 (Fe 多く 含む ) 
2 5Y471 礎 混 
3 5Y6/{ 礁 混 

っ へ ココ ノム 13.40m 

3 4 

灰色 細 砂 質 土 (る 5cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
灰色 砂 (の ゅ 20cm 以 下 多 く 含む ) 

N 

No.26 

1 2.5Y73 浅 黄 色 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
2 2.5Y7/2 灰 黄 色 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
3 10YR3/1 礎 混 黒褐色 粘 細 砂 質 土 (る 5cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
4 10YR5/1 奏 混 褐 灰色 砂 質 土 ( の 20cm 以 下 多く 含む ) 

No.36 

1 2.5Y6/2 灰 英 色 土 (Fe わずか に 含む ) 
2 10YR7/2 に ぶ い 黄 頂 名 砂 
3 5Y7/6 混 黄色 粘 質 土 ( あ 15cm 以 下部 分 的 に まばら に 含む ) 

調査 区 平面 ・ 層 序 図 

13.20m 

0
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も
 1
 

No.16 

1 2.5Y7/3 浅 黄 色 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
2 10YR5/1 掲 灰 色 細 砂 質 土 
3 10YR4/1 褐 灰 色 粘 細 砂 質 土 (Mn わずか に 含む ) 
4 5Y7/6 黄色 砂 

13.40m 

邊 4 

No.27 

1 5Y6/2 灰 オ リー ブ 色 粘 極細 砂 質 土 
2 10YR7/1 灰白色 極細 砂 質 土 (Fe わ ず か に 含む ) 
3 10YR4/1 褐 灰色 粘 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 
4 5Y7/6 黄色 粘 質 土 

P1 

| 
0 
0 

No.37 

1 2.5Y7/3 浅 黄 色 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
2 5Y6/1 礎 湿 灰 色 砂 (の 20cm 以 下 多 く 含む ) 

0 (S=1/50) 2m 



0 (の 20cm 1:No.16 SK1 

1 | 2:No.26 SK4 

3 へ 6:No.27 3 

7・8:No.37 P2 

時
 

出土 遺物 

【B 地点 】 
調査 地 中 央 東 よ り の 調査 区 で ある 。No.16 調 査 区 の 北東 端 で 土 了 を 確認 し た 。 土 の 深 さ は 約 

15cm で ある 。 遺 物 は 土師 器 ・ 瓦 問 が 出土 し て お り 、 中 世 前 半 頃 と 考え られ る 。 

No.39 調 査 区 で は 遺構 は 確認 し て いな い が 、 中 世 の 遺 物 包含 層 を 確認 し て いる 。 

【C 地点 】 
調査 地 南 部 に ある 責 池 の 北 側 に 位置 する 地区 で ある 。No.26 一 28・40 調 査 区 で 遺構 また は 遺物 包 

合 層 を 確認 し た 。 

No.26 調 査 区 で は 溝 (SD1)・ 小 大 (P3)・ 土 琉 (SK4) を 確認 し た 。SD1 と P3・SK 

4 の 埋 士 は 異な り 、 前 者 が 白色 系 で 後者 が 灰色 系 を な す 。 遺物 は SD 1 から 土師 器 ・ 陶 磁器 、P 3 ・ 

SK 4 か ら は 製塩 土 右 ・ 須 恵 器 ・ 土 師 据 が 出土 し て お り 、 前 者 が 中 ・ 近 世 頃 、 後 者 が 奈良 ・ 平 安 時 

代 頃 と 思わ れる 。 

io. 27 調査 区 で は 耕作 土 下 約 10cm に ある 褐 灰色 粘 細 砂 質 土 (3 層 ) か ら 須 恵 器 ・ 土 師 器 ・ 製 塩 圭 

器 な ど 奈 良 ・ 平 安 時 代 頃 と 思わ れる 土器 が 比較 的 多く 出土 し て いる 。 

0.28 調 査 区 で も No.27 調 査 区 同様 耕作 土 下 約 10cm に ある 褐 灰色 粘 細 砂 質 土 (3 層 ) か ら 奈 良 ・ 平 

安 時 代 頃 と 思わ れる 土器 が 出土 し て いる 。 た だ し 、 遺 物量 は No.27 調 査 区 が 多く 、 東 に 行く ほど 少 

な く な る 傾向 に ある 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、3 ヶ 所 (AーC 地 点 ) で 遺構 また は 遺物 包含 層 を 確認 する こと が で きた 。 出土 遺 

物 か ら A 地 点 は 中 世 前 半 頃 と 近世 頃 、B 地点 は 中 世 前 半 頃 、C 地点 は 奈良 ・ 平 安 時代 頃 と 中 近世 頃 

} 

を 中 心 と する 遺跡 が 想定 され る 。 (坂口 ) 

No.16 ( 南 より ) ーー oi26 ( 南 ま より) 
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調査 の 位置 
調査 内 容 1 

調査 で ある 。 う 

標高 11.98ー14.55m を 測る 水田 

は 、 賀 集 八 幡 南 地区 で 計画 中 の 団体 営 画 場 整備 事業 に 伴 
調査 地 は 

! 本 調査 

レン | 原平 野 西部 の 大 日 川 支 流 で ある 山路 川中 流 右 岸 域 、 

か ら な る 。 調査 は 、 工 事 に よ 

り 地 下 の 遣 跡 が 破壊 され る 部 

分 3 ヶ所 (1 一 3 区 ) に つい 

て 重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ 

だ 。 以下 調査 区 の 概要 を 記す 。 

【1 区 】 

調査 地 南 部 の 南 池 西 側 に 隣 

接する 南北 約 6 mx 東西 約 26 

m の 調査 区 で ある 。 

調査 区 内 で は 顕著 な 遺構 は 

な く 、 東 ( 南 池 ) 方 向 向かっ 「 

て ベー ス の 栗 混 明 黄 褐 色 土 (9 

層 ) が 下がり 、 谷 地形 を 形成 

する (SX 1)。 湧 水 が 非 常に 

多く 、 礎 を 含ん だ 黒色 系 の 土 

壌 が 堆積 し て お り 奈 良 時 代 か 

ら 中 世 頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

また 混 暗 灰 色 粘 秒 質 土 (8 層 ) 

か ら 円 面 春 の 縁 部 が 1 点 出 土 

し て いる 。 

【2 区 】 

南北 約 ン 南 池 か ら 中 池 の 間 

77mx 東 西 約 2.5m の 調査 区 で 

ある 。 中央 部 付近 で 現在 の 農 

業 用 水路 を 挟ん で 2 分 され る 。 
調査 区 設定 図 

調査 区 の 南 ・ 北 端 は 顕著 な 遺構 は な く 、 中 央 部 付近 に 柱 穴 等 の 遺構 が 分 布 す る 。 そ の 内 1 一 2 区 
に か け て 、 南 北 2 間 以上 x 東 西 1 間 以 上 の 掘 立 柱 建物 が 復元 で きる 。 柱 問 が 2.1 一 2.2m と な り 、 柱 



SAA で で ん で 維 

1 10YR5/2 灰 黄 褐色 土 

9 2 2.5Y7/4 浅 黄 色 粘 極細 砂 質 土 
3 5Y6/4 オリ ー ブ 黄 色 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 7 2.5Y3/1 礎 混 黒褐色 土 ( の 20cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
4 5Y6/2 灰 オ リー ブ 色 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 8 N370 礎 混 暗 灰 色 粘 砂 質 土 ( の 40cm 以 下 多く 含む ) 
5 10YR4/1 礎 混 宰 灰 色 細 砂 質 土 (@10cm 以 下 わ ず か に 含む ) 9 25Y6/6 伯 混 明 黄 褐色 土 ( の 10cm 以 下部 分 的 に まばら に 含む ) 
6 N3/0 看 混 暗 灰 色 砂 質 土 ( の 20cm 以 下 多 く 含 む ) 10 2.5Y5/4 礎 混 黄 褐 色 土 (の 20cm 以 下 多く 含む ) 

Yz=34.570、 Ys37.580. 

メニ ー191.635. 

/ 、 

5 

9 (Ss1/4 20cm 1:SX1(5・6・7 層 ) 

| 2 へ 5:SX1(8 層 ) 

1 区 出土 遺物 

穴 の 平面 形 は 檜 円 形 で 、 大 きい も の は 長 辺 約 80cmx 短 辺 約 50cm、 深 さ は P 4 ・P16 で 約 50cm を 測 

る 。P 4 に は 太 き さ 約 10cm の 柱 材 が 残存 し て いた 。 遺物 は 須恵 器 ・ 製 塩 土器 な ど が 出土 し て お り 、 奈 

良 時 代 の 前 半 頃 と 考え られ る 。 

遺構 を 確認 し た 黄色 系 の 粘 質 土 は 南 か ら 北 に 向かっ て 緩やか に 下がり 、0 一 - 1 区 周辺 で 、 谷 地 

形 (S X32) を 形成 し 、 生 活 に 直接 関連 する 遺構 は 確認 で き な く な る 。 そ の SX32 か ら 負 塩 土器 ・ 

須恵 器 な どの 奈良 時 代 前 半 頃 の 遺物 が 多量 に 出土 し た 。 遺物 は オリ ー ブ 墨 色 粘 質 シ ルト (8 層 ) を 

中 心 に その 上 の 褐 灰色 粘 極細 砂 質 土 (7 層 ) か ら の 出土 量 が 多い が 、 北 方 向 に 行く に し た が っ て 極 

端 に 少な く な る こと か ら 、 建 物 跡 周辺 で 使用 さき れ た も の が 廃棄 され た と 推測 され る 。 確認 調査 成 条 

る 合わ せ て 見 る と 本 地区 の 西側 を 中 心 に 奈良 時 代 の 遺構 が 広がる も の と 思わ れる 。 

また 、ー-ー 2 区 と - 4 区 の 壁面 で 水田 の 吐 畔 と 思わ れる 褐 灰色 粘 極細 砂 質 士 (7 層 ) が 約 15cm 盛 り 

上 が る 部 分 を 確認 し た 。 両 上 畔 の 間隔 は 約 10m で 、 上 層 に は 河川 が 池 薄 し た 様 な 礎 を 含ん だ 細 砂 一 

秒 (3・4・5 層 ) が 堆積 し て お り 、 開 発 に よる 削 平 が 少な か っ た も の と 推測 され る 。 時 期 は 奈良 

時 代 か ら 中 世 頃 と 思わ れる 。 
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ts ks 本 に kw 際 

ーー ーー ーー .ー ーー | - /\ | | ヘー ニニ シー 一 ゴ 13.60m ーーー ヘー ンー ーー ーー マー ニー ご ーー ンー と 

10YR8/4 浅 黄 要 色 極細 砂 質 土 (Fe ま ば ら に ・Mn わ ず か に 含む ) 
10YR5/2 灰 黄 宰 色 粘 極細 砂 貨 土 (Fe ま ば ら に 含む ) 
2.5Y6/2 礎 混 灰 英 色 砂 ( の 5cm 以 下 多く 含む ) 
5Y6/3 礎 混 オリ ー ブ 黄 色 砂 (の 5cm 以 下 ま ば ら に ・Fe 多 く 含む ) 

5 2.5Y6/6 明 黄 褐色 細 妙 
6 N4/0 灰色 粘 質 シル ト (Fe ま ば ら に 含む ) 
7 10YR4/1 褐 灰 色 粘 極細 砂 質 土 (Fe ま ば ら に 含む ) 

| 
2 

| 
4 

8 5Y3/1 オリ ー ブ 黒 色 粘 質 シ ルト (部 分 的 に 淫 化 物 ・ 遺 物 多 く 含む ) 
9 N3/0 瞳 灰 色 粘 質 シ ルト (Fe 多く 含む ) 
10 N670 灰色 粘 質 シル ト (Fe ま ば ら に 含む ) 
11 2.5GY5/1 オリ ー ブ 灰 色 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
12 5Y7/6 黄色 砂 質 土 (Mn わ ね わずか に 含む ) 
13 5Y7/6 黄色 粘 質 土 (Mn わずか に 含む ) 

(Ss 1/250》 

X=-191.480. 191496 X=-191.500。 トコ ーー@- sa 

| | 
ーー - ト も ヤ ァ ー ーー 

ーー イー 一 | 
ニア SX32 |」 

rj デン 還 _ | | | | 

- | て = 
0 (Ss=1/250) 10m 
|! 

2 区 平面 ・ 層 序 図 2 (北部 ) 

ーー mm 
6 10 

ーー ーー 

7 ーー 14 
11 

る il ビーー 7 
-- - ーー 15 

ーー トブ 

て 】 12 
8 

ノ 
6・7:SB1(P4 掘 方 ) 
8・9:SB1(P16) 
10:3a 区 7 層 
11:2a 区 4・5 層 
12 へ 16:SX32(-1a 区 8 層 ) 
17・18:SX32(-2a 区 8 層 ) 

2 区 出土 遺物 

ー16 一



て
 た
け
 

E
o
 

(006/!=S) 
0 

た
 れる 

09976= 人 
- 

た
 

| 
| 

| 
s
g
 

昌 
『 

9
7
 

に
 』 

補
 

| 
み
 

4 
ーー 

一 
| 

き
 

| 
ョ
 

トト 

| 

( 呈 司 > 季 寺 導
 20Z の ) 位 純

 鶴 と 一 科
 寺
 洛 〆6A97 
(
な
 

件
 導
 信
 異
 理
 印
 ハ ー
 つ
 
へ
 で
 

る 
信
 異
 下 れ j っ

 人
 へ
 き
る
 

(
人
 記
 に <) 由 許

 令 暴
 下 れ |! っ k

e
 る 

Go 
呈
 度
 念
 異
 二
 計
 

所 て
 e
e
e
-
 

(
 爺
 』 の ゼ
ミ
 <) 二

 投
信
 羅
 中
 か
 j
k
 ぐ
さ
 

op 
(は は
 位
 M
o
 ミミ ) 二

 導
 念
 羅
 画
 晒
 唆 に
 と
 - 

ニ ニニ 
(
 司
 コ 所 間

 半
 5W) 千

 葛
 仙
 贈
 兄 滴 倫 |

/
G
d
 

人
 OL 

ヤセ 
( 剛

 四
 =h7 放

 守
 0
M
W
)
 十
 鶴 較

 避
 号
 般 昌

 沼
 〆/98AOL 

01 
( 下
 司
 0
 内 ・S3 王

 修
二
 眠 号

 前
 溢
 の 9

A
9
 る 
5 

(お 司
 コ | 所 科

 半
 53) 千 葛 公

昭
 呈 間

 と
 一 和

子
 6/9A6 

6 
(
剛
司
 | 操 天 半 圭 導 外 o6 の )

 袋
 兄 滴 郵

 
潜 G
A
e
7
 

る 2 
+
 細
 人
 該
 暴
 理
由
 
団
 世 で
 
8 

生
生
 
洛
 !/9gAeZ 

も 

コマ 
g
e
 

ー
ー
 
ー
ー
 

ー
ー
 

ー
ー
 

T
i
 

な
 

ー
ー
 

moe 
。 

。 
k
d
 

RR 
9
 

| 
| 

- 國
 

仁
 肝 

| 
に
 

{ 
ニ
ー
 

[は 
、 

ヽ 
「
『
 い
 i
p
 

ここ 
ニ
ー
 ン
ー
 ヘ
ー
 に
 ー
ー
 ニ
ー
 

る
 
r
l
 

、 
i
e
 

ー
ー
 

平面 ・ 層 序 図 3 区 

ー 17ー



ノル トー 
20 

、 さや / に 4 
23 1 NL N ニュ ニニ テラ ブイ 

29 

詞 
ーー コー ミー コンプ き 

25 26 

30 

19:SB1(P27) 24:SK46 

2Z20:SD9 25 ご 29:SD24 

21:SK19 30:7a 区 4 描 

22・23:SK35 

ーー イン ーー 一 ? nm の os 
| 27 | 28 anaaTaugsguuuusraunun す anauauagauunuunssasagaaaauggaghg 

3 区 出土 遺物 

【3 区 】 

中 池 の 北 側 に 位置 する 幅 2.5mー3.0m を 測る 逆 LL 池 状 の 調査 区 で ある 。 

ベー ス が 細 砂 一 礎 混 黒色 砂 と な り 、 遺 構 の 識別 が 困難 と な る 。 調査 区 内 の 遺構 分 布 は 、 少 な い 傾 

向 に ある が 、 調 査 区 中 央 の 6 一 7 区 周辺 に 柱 穴 状 の 遺構 が 認め られ る 。 調 査 区 幅 が 狭い た め 、 全 容 

は 把握 で き な い が 、 柱 穴 状 の 遺構 は 2m 前 後 の 間 隔 で 分 布 す る こと か ら 、 南 北 2 間 以上 x 東 西 2 間 

程度 の 掘 立 柱 建 物 が 想定 され る 。 ま た 1 一 4 区 で 、 責 北方 向 の 溝 と 6 一 8 区 に お いて 東西 方 向 の 溝 

を 確認 し た 。 潮 や 建物 の 柱 穴 か ら は 、 平 安 時 代 中 頃 と 思わ れる 土師 器 や 須恵 器 ・ 黒 色 土器 片 に 混じっ 

て 片 問 片 が 認め られ る こと か ら 、 各 遺構 の 時 期 は 鎌倉 時 代 頃 が 想定 され る 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 奈 良 時 代 一 鎌倉 時 代 頃 の 遺構 ・ 遣 物 を 確認 する こと が で きた 。 特に 1・2 区 周辺 

( 南 池 の 北 一 西周 辺 ) は 、 調 査 区 が 狭小 な た め 詳 細 は 不明 で ある が 、 奈 良 時 代 頃 の 遺構 の 分 布 密度 

が か な り 高 いこ と が 想定 され る 。 さ ら に 出土 遺物 の 中 に 円 面 看 が 含ま れる こと か ら 、 注 意 を 要する 。 

(坂口 ) 

まい 

1 区 全景 ( 西 よ り ) 2 区 (2ーー6 区 : 南東 より ) 3 区 (6…198 区 : 東 より )



ぐる ぞう 

5 九 蔵 遺跡 ー6 次 調査 一 

所 在 地 _ 阿 万 東町 字 中 ノ カ イチ 外 

事業 名 _ 基盤 整備 促進 事業 

市 道 同 万 190 号 線 道 路 改 良 事業 

担当 者 山崎 裕司 

種別 _ 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 20 年 8 月 1 日 一 11 月 6 日 

調査 面積 約 2.452mm 

1 調査 内 容 

調査 地 は 南あわじ 市 の 最 南端 、 鴨 路 川 に よっ て 形成 され た 標高 2ー8m の 低 平 な 沖積 地 に 位置 す 
る 。 鳴 路 川 は 現在 、 遺 跡 北側 を 北西 の 方 向 へ 流れ て いる が 、 昔 は 今回 の 調査 地 の 西端 付近 を 南西 方 
向 へ 流れ て いた と 伝え られ る 。 調 査 地 の 北方 向 に は 弥生 時 代 中 期 ・ 平 安 時 代 一 中 世 の 北 田 遣 跡 、 南 
東方 向 に は 古墳 一 平安 時 代 の み の こ し 遺跡 が 立地 する 。 

当 遣 跡 は 平成 15 年 度 の 分 布 調査 に より 存在 が 明らか に な り 、 平 成 17 年 度 に は 兵庫 県 教育 委員 会 の 
発掘 調査 に より 、 銀 製 の 和 同 開 球 の 出土 、 官 衛 的 な 遺構 が 検出 され る な ど 大 き な 成 果 が お あっ た 。 ( 
成 17 年 度 年 報 』 兵庫 県 教育 委員 会 埋蔵 文化 財 調査 事務 所 2007) また 基盤 整備 促進 事業 に 伴っ て 

行っ た 1 一 5 次 調査 の 結果 、 費 文 時 代 晩期 一 中 世 の 複 合 遺跡 で ある こと が 明らか に な っ て いる 。 ( 凍 
あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 I」2009、「 同 箇 」2010、「『 同 WVJ 2011) 

平成 19 年 度 に 行っ た 確認 調査 (5 次 調査 ) の 結果 に 基づき 、 当 調査 を 行う こと に な っ た 。 ま た B -ー 
6 地区 で は 、 阿 方 190 号 線 道路 改良 事業 が 計画 され て お り 、 事 業 の 工程 上 の 問題 か ら 併 せ て 本 発掘 
調査 を 行っ た 。B - 6 地区 に つい て は 工事 用 の 仮 道路 を 確保 する 必要 が ある た め 、 北 西 と 南東 に 調 
査 区 を 分 け 、 時 期 を ずら し て 調査 を 行う こと に な っ た 。 

【B - 6 北西 地区 】 

直 兵 面 に 位置 する た め 、 南 束 か ら 北 西 に 落ち 込ん で いく よう な 地形 と な っ て いる 。 南 東側 の 一 部 
を 除い て 、 中 世 と 弥生 時 代 一 古代 の 2 面 に 遺構 面 が 分 か れ て いた 。 
[中 世 」 

募 59 頭 航 骨 や 大 腺 骨 の 一 部 が 残っ て お り 、 出 土 状況 か ら 横 向き に 足 を 折り 曲げ た 状態 で 直 葬 され 
た と 推定 され る 。 顕 部 後方 か ら は 副 葬 さ れ た と 思わ れる 完 形 の 輸入 青磁 の 割 花 文 碗 (1) が 出土 し 
て いる 。 

建物 4 _2x2 間 の 総 柱 建物 で ある 。 

[古代 〕 

建物 1 角 行 2x 桁 行 3 間 の 側 柱 建 物 で ある 。 

建物 2 _ 未 検 出 部 分 が ある が 、 建 物 1 と 同様 、 梁 行 2 x 桁 行 3 間 の 側 柱 建物 で 建物 1 と 同じ よう な 
方 向 で 建て られ た と 思わ れる 。 建物 1] と 時 期 差 が ある か どう か は 不明 で ある 。 

深 67 塞 埋 士 中 層 付 近 で 建物 1 柱 療 が 検出 され て お り 、 建 物 1 より る 古い と 思わ れる 。 

[弥生 時 代 j〕 

漠 84 上 面 で 幅 2m 前 後 の 潮 を 検出 し 、 弥 生 時 代 前 期 の 土器 が 多く 出土 し た 。 南 か ら 北 へ 流水 が あっ 

ー 19 一



た と 思わ れる が 、 人 等高線 に 逆らう よう に 流れ て いく こと か ら 自 然 の 流 路 で は な く 人 為 的 に 掘ら れ た 

可能 性 が 高い 。 流水 は 湧 水 に よる も の と 思わ れる 。B - 6 南東 地区 で は 途切れ て いる 。 

【B - 6 南東 地区 】 

B- 6 北西 地区 と 違っ て 段丘 上 に 位置 し 、 弥 生 時 代 一 中 世 の 遺 構 が 同一 面 で 検出 され た 。 一 部 の 

範囲 で この 遺構 面 よ り 下 に 縄文 土器 を 含む 層 が 確認 され 、 掘 り 下 げ を 行っ た 結果 、 自 然 流 路 が 検出 

され だ た だ た 。 

中 世 り 

建物 5 梁 行 2 x 桁 行 2 間 の 側 柱 建物 と 思わ れる 。 

建物 6 北東 ・ 南 西 ・ 北 西 に 怒 が 付く 。 母屋 部 分 は 数 行 2 x 桁 行 2 間 の 総 柱 建 物 と 思わ れる 。 

建物 7 南東 ・ 南 西 に 序 が 付く 。 母屋 部 分 は 淫行 2 x 桁 行 2 聞 の 総 柱 建 物 と 思わ れる 。 

建物 8 隣接 し て 並ぶ 柱 穴 が いく つか 見 られ る こと か ら 、 同 規模 で 建て 替え が 行わ れ た と 思わ れる 。 

北西 に 色 が 付く 。 母屋 部 分 は 衆 行 2 x 桁 行 2 間 の 総 柱 建 物 と 思わ れる 。 

建物 9 当 行 1 x 桁 行 2 間 の 掘 立柱 建物 で ある 。 

井戸 669 平面 形 は 円 形 で 素 掘 り の 井戸 と 思わ れる 。 上面 の 幅 が 約 1.9m、 深 さ は 約 0.9m で ある 。 

ほ ば 完 形 の 須恵 器 夫 (5) や 上 瓦 器 塊 (6・7) 等 が 出土 し て いる 。 お よそ 12 世 紀 後半 一 13 世 紀 前 半 頃 

と 思わ れる 。 

[古代 」 

建物 3 梁 行 2 x 桁 行 3 聞 の 側 柱 建物 で ある 。 北 西 地 区 か ら の 延長 で ある 溝 67 と の 前 後 関係 は 不明 

で ある 。 

土 玉 608 土器 だ まり が 形成 され て お り 、 奈 良 時 代 前 半 頃 の 製塩 土器 等 が 出土 し た 。 

【 縄 文 時代 」 

蛇行 する 自然 流 路 ( 流 路 702) を 検出 し た 。 流 路 埋 士 か ら 輝 賀 里 V 式 と 思わ れる 1 条 の 突 帯 を 施 

す 深 鉢 が 数 点 出 土 し て いる 。 周囲 に 人 為 的 な 遺構 は 確認 で き な か っ た 。 

【D - 1 地区 】 

Dー2 地 区 と 共に 遺跡 南端 で 最も 海 に 近い 調査 区 で ある 。 西 端 の わずか な 範囲 で 遺構 面 が 2 面 に 

分 か れん て いた が 、 は ほ ば 全面 で 古代 と 中 世 の 遺 構 が 同一 面 で 検出 され た 。 

中世 
建物 1a4・1 b は ほぼ 同 規模 で 建て 替え が 行わ れ た と 判断 され る が 、 順 序 は 不明 で ある 。 周囲 に 度 

が 付く 母屋 部 分 当行 2 x 当 行 3 間 の 総 柱 建 物 と 思わ れる 。 柱 穴 か ら 13 世 紀 代 と 思わ れる 遺物 が 出土 

し て いる 。 

【 十 代 」 

建物 2 _ 行 2x 桁 行 4 間 ( 約 4.8x7.8m) の 側 柱 建物 で ある 。 柱 穴 か ら 寺 身 と 思わ れる 28 や 丸 

底 還 式 と 思わ れる 製塩 土 右 等 が 出土 し て お り 、 飛 鳥 時 代 の 建物 と 考え られ る が 、 柱 穴 158 上 層 か ら 

は 古墳 時 代 後期 の 銅 芯 銀 張 の 耳 環 (27) が 出土 し て いる 。 

建物 3 衆 行 1 x 桁 行 2 聞 の 側 柱 建物 と 思わ れる 。 

建物 4 梁 行 2 x 桁 行 3 間 の 側 柱 建 物 で ある 。 

建物 5 肖 行 1x 桁 行 3 件 の 側 柱 建 物 で ある 。 柱 療 か ら 電 H 蓋 と 思わ れる 30 や 丸 底 四 式 と 思わ れる 

製塩 土 突 片 が 出土 し て お り 、 飛 鳥 時 代 の 建物 と 考え られ る 。 

建物 6 梁 行 2 x 桁 行 2 間 の 側 柱 建 物 で ある 。 



【D - 2 地区 】 
D- 1 地区 と 比べ て 検出 遺構 は 少な く 、 復 元 で きた 建物 も 小 規模 で ある 。 出 土 遺物 る 少量 で 小片 
化し た も ゃ の が 多い 。 

中 世 

橋 列 1・2 D-1 地 区 建物 1 と ほぼ 同 方 位 で ある 。 

[古代 

建物 7 衆 行 1 x 桁 行 2 間 で D- 1 地区 建物 2・3 と ほぼ 同 方 位 で ある 。 

建物 8 行 2x 桁 行 3 間 で D- 1 地区 建物 4・5 と ほぼ 同 方 位 で ある 。 

2 まとめ 

縄文 時 代 晩期 の 流 路 出土 土器 は 比較 的 磨耗 が 少な みい こと か ら 周 辺 に 集落 が 展開 し て いた 可能 性 が 

高い 。 九 蔵 遺跡 2 次 調査 で は 滋賀 里 四 b 式 の 土器 が 土塊 か ら 出 土 し て お り 、 弥 生 時 代 前 期 と の 間 を 
埋め る 資料 を 得る こと が で きた 。 

九 蔵 遺跡 3 次 調査 お よび 県 教委 の 調査 で 弥生 時 代 前 期 頃 の 溝 が 検出 され 、 環 涯 と 推定 され て いる 。 

今回 検出 し た 溝 84 は 幅 や 深 さ は ほぼ 同じ で ある が 、 平 面 ・ 断 面 共 に 形状 が 不 規則 で 、 し か る ゃ 途切れ 
て いる こと か ら 、 同 じ 環 上 の 一 部 と は 考え 難い 。 た だ し 溝 よ り 西 側 に は 集落 が 広がら な いこ と か ら 、 
この 溝 が 集落 の 内 外 を 隔て る 役割 を 果たし て いた こと は 間違い な いと 思わ れる 。 

当 調査 で 復元 で きた 古代 の 個々 の 建物 に つい て 、 今 後 詳細 な 時 期 の 検討 を 行う 必要 が ある が 、 現 
在 わ か っ て いる 点 に つい て 整理 し て お きた い 。 同じ よう な 方 位 を 示す る の を 分 類する と 、①B- 6 

地区 建物 3、D- 1 地区 建物 2・3、Dー2 地 区 建物 7②D - 1 地区 建物 4・5、Dー 2 地区 建物 
8③B- 6 地区 建物 1・2 の 3 通り と な り 、 こ の うち 〇 ① の D - 1 地区 建物 2 と ② の D - 1 地区 建物 
5 は 柱 穴 出土 遺物 か ら 飛 鳥 時 代 と 思わ れる 。 ま た B - 6 地区 周辺 は 土 孤 608 の 出土 遺物 な どか ら 奈 
良 時 代 前 半 頃 が 中 心 で あっ た と 推定 され 、③② の B - 6 地区 建物 1 ・2 に つい て も 奈良 時 代 前 半 頃 の 
可能 性 が 高い 。 

D- 1 地区 建物 2 は 、 柱 穴 158 か ら 耳 環 が 出土 し た こと に 加え 、 建 物 の 平面 規模 や 柱 穴 の 大 きき 
か ら 人 官 衝 建 物 の 可能 性 も 考え られ る 。 県 教委 調査 区 で 検出 され た 官 衛 建 物 は 、 奈 良 時 代 後半 頃 を 中 
心 と する も の で 、D - 1 地区 建物 2 が 官 衛 建 物 で ある と する と 飛島 時代 に は すでに 人 官 箱 が 成立 し て 
いた こと に な り 、 九 蔵 遣 跡 の 性 格 ひ いて は 淡路 島 の 古代 史 を 紐解く 上 で 非常 に 重要 な 成果 と な る で 

あろ う 。 

中 世に つい て は 、D- 1 地区 の 建物 1 は 13 世 紀 頃 、B - 6 地区 の 井戸 669 の 出土 遺物 が 12 世 紀 後 
半 ー13 世 紀 前 半 頃 、 募 59 も 井戸 669 と 同じ よう な 時 期 と 思わ れる 。 中 世 の 建 物 群 に つい て は 方 位 か 

ら ①B - 6 地区 建物 4・5・6・9、②B - 6 地区 建物 7・8、D- 1 地区 建物 1 の 2 群 に 分 類 で 

きる と 思わ れる 。(① と ② の 前 後 関係 は 不明 で ある が 、B - 6 地区 周辺 で は ① の 建物 6 、② の 建物 7 
を 中 心 と し て 屋敷 が 形成 され て いた の で は な いか と 思わ れる 。 こ れ ら の 中 心 的 建物 の 北 束 に 井戸 669、 

北西 に 墓 59 が 分 布 し 、 募 59 が 屋敷 慕 で あっ た 可能 性 は 極め て 高い と 考え られ る 。 

淡路 島 で は 近年 まで 両 募 制 の 慣行 が 広く 行わ れ 、 そ の 最 古 の 年 代 を 示す る の と し て 貞治 3 (1364) 
年 の 銘 を も つ 松 軌 西 路 ・ 忘 知 川 共同 三昧 ( 埋 墓 ) に 建て られ た 大 面 石 較 が 存在 する 。 今 回 の 調査 で 
13 世 紀 代 に 屋敷 墓 の 風習 が あっ た こと が 明らか に な り 、 中 世に お ける 墓 制 の 移り 変わ り を 考え る 上 
で 非常 に 重要 な 資料 を 得る こと が で きた 。 (山崎 ) 
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B-6 北西 地区 弥生 時 代 ー 古 代 遺 構 面 平面 図 

10cm 同和 と 

B-6 北 西 地 区 墓 59・ 溝 84 出土 遺物
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B-6 南 東 地 区 井戸 669 出土 遺物 
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10m 

6 南東 地区 縄文 時 代 遺 構 面 平面 図 B- 

B-6 南 東 地 区 流 路 702 出土 遺物
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ー 1 次 調査 6 佐保 谷 瓦 窯 跡 

だ に お 

八木 大 久保 字 佐 尾 谷 

事業 名 分譲 住宅 用 地 造 成 事業 

担当 者 

さき 

所 在 地 

坂口 弘 頁 

日
 

O
o
 

見
 

お
 〇 ゝ
 

( 日 
0
 

C
N
 

舞
っ
 

C
O
 

1
 結 平成 20 衝 

種別 確認 調査 

調査 期間 

調査 面積 45.3m 

調査 の 位置 

調査 内 容 
本 調査 は 、 八 木 大 久保 地区 で 計画 され て いる 分 譲 住宅 用 地 の 造 成 工事 ! 

1 

伴う 確認 調査 で ある 。 

旧約 1.2 一 1.5m 長き る 約 33m の 調査 区 を 設定 し 、 重 機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ 

原平 野 東 部 の 論 鶴 羽山 か ら 北 方 向 に 伸び る 標高 90m 前 後 の 舌 状 丘 陵 東 側 斜 面 付近 に 調査 地 は 、 

位置 する 。 調 

だ 。 

査 は 、 

厚 る 約 10 一 20cm の 観 乱 状 の 土壌 下 が す ぐ 岩 盤 と な る 。 一 方 、3 一 5 

西側 の 山 を 削っ て 座 コ 

ィ 、 2 区 より 南 は 調査 の 結果 

区 に か け て は 、 

確認 する こと が で き な か っ た 。 

を し て 林道 状 の 通路 (S え 1) と し て いる こと が わか っ た 。 

ヴ 

古代 の 瓦 片 に 混じっ て 近世 以降 の 遺物 が 多く 出土 し て お り 、 近 世 以 降 に 削 平 を その 盛土 の 中 に は 、 

。 また 、 窯 跡 等 歴史 的 な 遺構 ! 受け た も の と 推測 され る 

2 まとめ 

これ まで 佐保 谷 瓦 穴 跡 に つい て は 小 国分 寺 

跡 な どか ら 出 土 し て いる 軒 丸 瓦 (S KM26 型 式 ) 

参考 資料 ) が 紹 

介さ れ て いた が 、 本 調査 に お いて 歴史 的 遺 槽 は 
確認 で きず 、 詳 細 は 今後 の 課題 と な っ た 。 た だ 
古代 の 瓦 が る や や まとまっ て 出土 し て いる こと や 

と 同 第 資料 で ある 軒 丸 瓦 (17 : 

所 の 散布 が 認め られ る こと か ら 、 周 辺 域 に 瓦 穴 

等 の 生産 遺跡 が 存在 する 可能 性 は 高い と 思わ れる 。 

(坂口 

調査 区 設定 図 調査 区 全景 (3 へ 5 区 : 北 より )
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209cm 1/5) 

9・10:SX1(5 区 5・6 層 ) 
11ー16: 表 採 
17: 参 考 資料 (佐保 谷 瓦 窯 跡 ) 

( 瓦 :$ 

2:SX1 (3 へ 4 区 4・5 層 ) 
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調査 の 位置 

確認 調査 で ある 。 
、 標 高 14.33 

う 場 整 備 事 業 に 伴 

と が で きた 。 遺構 を 確認 し た 微 高地 部 分 で は 耕作 土 下 
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10YR7/2 に ぶ い 英 欄 色 粘 極細 砂 質 土 (Fe 多く 含む ) 
2.5Y6/4 に ぶ い 黄色 粘 質 土 (Fe 多く 含む ) 
10YR4/1 褐 灰色 細 砂 質 土 

N5/0 灰色 細 砂 質 土 
N4/0 灰色 極細 砂 質 土 
10YR6/6 明 黄 褐色 粘 質 土 

18.30mm 

ーー J 

No.9 
1 75Y5/1 奈 色 細 砂 質 土 
2 75Y6/1 族 色 細 砂 質 土 
3 10YR3/1 暴 褐 色 シ ルト 質 粘 土 

4 5Y6/3 オリ ー プ 黄色 シル ト 質 粘 土 (Fe わずか に 含む 、 湧 水 あ り ) 

No.24 

1 
N 

3 
て 

5 
ーー 

10YR7/2 に ぶ い 黄 椅 色 極細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 
10YR7/3 に ぶ い 黄 欄 色 極細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
10YR5/1 褐 灰 色 粘 極細 砂 質 土 
10YR4/1 褐 灰 色 粘 極細 砂 質 土 
5Y4/】 灰色 粘 極細 砂 質 土 
10YR7/6 礎 混 明 黄 褐 色 粘 細 砂 質 土 (6 5cm 以 下 ま ば ら に 含む ) 

0 (S=1/50) 2m 

18.20m 

No.8 
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1
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10YR6/1 褐 灰色 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
10YR7/2 に ぶ い 黄 要 色 極細 砂 質 土 
10YR5/2 灰 黄 褐 色 極 細 砂 質 土 (Mn まばら に 含む ) 
10YR4/2 灰 褐 色 粘 極細 砂 質 土 
2.5Y7/6 明 黄 褐色 粘 質 土 

No.31 

1 10YR6/1 褐 灰色 極細 砂 質 土 (Fe わ ず か に 含む ) 
2 2.5Y7/4 浅 費 色 極細 砂 質 土 (Fe・Mn ま ば ら に 含む ) 
3 10YR4/1 褐 灰 色 粘 極細 砂 質 士 
4 10YR5/1 褐 灰色 極細 砂 質 土 
5 25Y7/6 明 黄 揚 色 粘 質 土 

No.42 
1 10YR7/2 に ぶ い 欄 色 極細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 
2 10YR4/1 掲 灰 色 極細 砂 質 土 (Mao まばら に 含む ) 
3 2.5Y6/2 灰 畑 色 極 細 砂 質 土 

4 5Y7/8 黄色 粘 質 土 

調査 区 平面 ・ 層 序 図 1 
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No.5 1 10YR7/2 に ぶ い 黄 欄 色 粘 極細 砂 質 土 (Fe 多く 含む ) 
ー っ 念 ま 2 10YR6/1{ 提 灰 色 細 砂 質 土 

2 人 攻 演 李 細 秒 費 圭 (Fe 多 く 含む ) ea 10YR6/1 褐 灰色 細 砂 質 土 (炭化 物 ま ば ら に 含む ) 
3 10YR6/2 灰 黄 宰 色 細 砂 質 土 (Mn わずか に 含む ) 4 2.5Y5/1 黄 灰 色 粘 極細 砂 質 土 (Mn わ ず か に 含む ) 
4 10YR5/1 得 灰色 細 砂 質 土 ー 5 5Y5/2 灰 オ リー ブ 色 粘 細 砂 質 土 (Mn まばら に 含む ) 
5 2.5Y7/6 明 黄 褐 色 粘 砂 質 土 (Mn まばら に 含む ) 6 2.5Y7/6 明 黄 褐色 粘 砂 質 土 (Mn ま ば ら に 含む ) 
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No.58 

1 2.5Y7/1 灰白色 細 砂 
2 10YR5/1 褐 灰 色 細 砂 質 土 (Fe・Mn ま ば ら に 含む ) 
3 4 剛士 5Y5/1 灰色 細 砂 質 土 
4 2.5Y78 礎 混 黄色 粘 細 砂 質 土 (る 15cm 以 下 ま ば ら に 含む ) 

1:No.6 3 層 
2:No.6 2・4 層 
3…5:No.8 3・4 層 
6 へ 9:No.9 3 層 

0 休 和 あの 20cm 10 へ 12:No.24 3・4 層 

13:No.31 3 層 
14:No.53 1・5 層 

調査 区 平面 ・ 層 序 図 2 ・ 出 土 遺物 1 
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15・16:No.57 P1 19:No.57 3 層 
17:No.57 1 層 20:No.58 2 層 
18:No.57 SK4 

6 (Ss1/4》 20cm 

Ii 

出土 遺物 

20cm ま で に ベー ス を 確認 する 調査 区 が 多い が 、 谷 地形 内 に 設定 し た 調査 区 で は 非常 に 軟弱 な 砂 質 又 

は シル ト 系 の 土壌 が 堆積 し て 湧 水 も 非常 に 多い 。 

以下 遺構 を 確認 し た 各地 点 の 概要 を 記す 。 

【A 地点 】 
調査 地 の 西部 に 位置 する 地点 で 、 今 回 の 調査 の 中 で 最も 遺構 分 布 密度 が 高い 。No.53・57・58 調 

査 区 な ど で 柱 穴 と 思わ れる 遺構 な ど を 確認 し た 。 た だ し 、 ベ ー ス が 砂 質 系 で ある た め 、 遺 構 の プラ 

ン や 深度 が 理解 し に くい 部 分 が 多い 。 部 分 的 に 遺構 の 掘削 を 行っ た 結果 、 瓦 回 を 含む 遺構 が 多い こ 

と か ら 、 中 世 前 半 頃 の 遺構 が 中 心 と な る る の と 推定 され る が 、 出 土 遺物 に は 奈良 時 代 頃 の 遺物 る 一 

定量 認め られ る こと や 周辺 の 調査 成果 か ら 、 同 時 代 の 遺構 も 存在 する 可能 性 は 非常 に 高い 。 

【B 地点 】 
調査 地 中 央 に ある 高良 (大野 ) 神社 西 か ら 北 側 の 地点 で ある 。 No. 1 調査 区 で 遺物 包含 層 、No.42 

調査 区 で 幅 約 20 一 40cmx 深 さ 約 15cm の 東西 方 向 に 伸び る 溝 を 確認 し た 。 出土 遺物 は な い が 、 周 辺 の 

状況 か ら 奈 良 時 代 又 は 中 世 頃 が 想定 され る 。 相対 的 に 本 地点 は 遺構 分 布 ・ 遺 物 の 出土 量 共 に 少な い 

傾向 に ある 。 

【C 地点 】 
調査 地 の 中 央 北 よ り に 位置 する 。 No. 6 調査 区 の 褐 灰色 細 砂 質 土 (3 層 ) を 中 心 に 奈良 時 代 頃 の 

製塩 土器 な どの 遺物 が 出土 し た 。 ま た 北 壁 ・ 西 璧 面 で 同時 代 と 思わ れる 土 孤 状 の 遺構 を 確認 し た 。 

遺跡 範囲 と し て は 、No. 6 調査 区 を 中 心 に 比較 的 狭い 範囲 を 想定 する 。 

【D 地点 j 

調査 地 南東 部 に 位置 する 。No.8・24・31 調 査 区 で 奈良 時 代 頃 を 中 心 と する 遺物 包含 層 や 小穴 を 

確認 し た 。 遺 物量 は No.8 調査 区 を 中 心 に 周辺 の 調査 区 が 少な く な る 傾向 が 認め られ る 。 ま た No. 9 

調査 区 は 谷地 形 内 に あたり 、 湧 水 が 激 し い 軟 弱 な 土壌 が 堆積 する 。 そ の 内 黒褐色 シル ト 質 粘土 層 (3 

層 ) を 中 心 に 、 縄 文 時 代 晩 期 と 上 怠 わ れる 遺物 が 出土 し て いる 。 

2 まとめ 

以上 本 調査 に よっ て 、 徴 高地 部 分 を 中 心 に 縄文 時 代 晩期 ・ 奈 良 時 代 ・ 中 世 頃 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 

する こと が で きた 。 (坂口 )
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所 在 地 陶 万 上 町 字 井 手 田 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

担当 者 山崎 裕司 

種 _ 別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 20 年 10 月 15 日 一 1 月 6 日 

調査 面積 約 408T (102 ヶ 所 ) 

1 調査 内 容 
調査 地 は 南あわじ 市 の 南端 、 塩 屋 川 に よっ て 形成 きれ た 標高 1 一 14m の 低 平 な 沖積 地 か ら 扇 状 地 
未 端 に 位置 する 。 調 査 地 北 束 に は 中 世 の 山城 と 伝え られ る 郷 殿 城 跡 、 東 方 向 に は 弥生 時 代 ・ 中 世 の 
河内 遺跡 、 北 西方 向 に は 平安 時 代 示 と 伝え られ る 才 屋 大 起 跡 や 弥生 一 平安 時 代 の 初田 遺跡 な ど が 分 
布 す る 。 ま た 南西 方 向 に は 条 里 型 地 割 の 名 残 と 思わ れる 土地 区 画 が 見 られ る 。 

平成 16 年 度 の 当 事 業 に 伴う 分 布 調査 に より 遺跡 (旧名 は 名 小路 遺跡 ) の 存在 が 明らか に な り 、 平 
成 18 年 度 に は 兵庫 県 教育 委員 会 に よっ て 主要 地方 道 洲本 灘 賀集 線 ( 阿 万 バイ パス ) 道路 改良 事業 に 
伴う 確認 ・ 本 発掘 調査 が 行わ れ 、 弥 生 時 代 一 中 世 の 複 合 遺 跡 で ある こと が 明らか に な っ た 。 
No.12・14・25・26・36・40・41・42・47・49・78・82・89・92・99 の 各 調 査 区 で 埋蔵 文化 財 の 

包 蔵 を 確認 し た 。 
No.12 5 層 が No.14 の 5 層 と 対応 する と 思わ れる 。 た が し 出土 遺物 は No.14 と 比べ て 非常 に 少な く 、 

小片 化 が 進ん で いる こと か ら 、 基 本 的 に は 流れ 込み で 堆積 し た と 思わ れる 。 
No.14 1 一 16 は 5 層 を 中 心 に 下層 部 か ら 出 土 し た 弥生 時 代 終 末期 一 古墳 時 代 前 期 頃 の 土器 群 で あ 
る 。 残り の 良い も の が 比較 的 多く 、 手 づく ね 土器 (2 一 4) ・ 小 型 丸 底 土 器 (8)・ 器 台 (9) 等 、 祭 祀 
関係 と 思わ れる よう な 土器 が 多く 含ま れ て いる 。 
No.25 流 路 状 の 遺構 を 検出 し た 。17 一 26 は 遺構 か ら 、27 一 99 は 4・5 層 か ら 出土 し た 。 須 上 恵 器 は 
出土 し て お ら ず 、 古 墳 時 代 前 期 の 範 叶 と 思わ れる が 、No.14・92 出 土 土器 より 新しい 様相 を 時 する 。 
また 遺構 か ら 手 づく ね 土器 (25) が 出土 し て いる こと か ら 、 祭 礼 関係 の 遺構 で ある 可能 性 も 考え ら 
れる 。 

No.26 南東 壁 で 遺構 と 思わ れる 落ち 込み (5 層 ) を 確認 し た 。 
No.36 澤 水 が 極め て 激しく 、6 層 以下 の 掘削 は 困難 で あっ た 。6 層 か ら は 律令 期 の 珠 蓋 片 と 思わ 
れる 34 が 出土 し て いる 。 
No.40 4 層 を 中 心 に 弥生 時 代 一 中 世 の 土器 が 少量 出土 し て いる 。935 は 底部 回 転 糸 切 の 土師 回 皿 で 、 
詳細 な 時 期 は 不明 で ある が 中 世 と 思わ れる 。 
No.41 3 層 上 面 で 遺構 面 を 確認 し た 。 遺構 理 士 は 2 層 と ほぼ 同じ 土質 で ある 。 出 土 遺物 が 少な く 、 
時 期 は 不明 で ある 。 
No.42 北 壁 で 遺構 状 の 落ち 込み (2 層 ) を 確認 し た 。 詳 細 な 時 期 は 不明 で ある が 、 埋 士 か ら 中 世 
以降 と 思わ れる 。36・37 は 3 層 か ら の 出土 で 、 弥 生 時 代 中 期 頃 と 思わ れる 。 た だ し 磨耗 が 激しく 、 
地形 的 に 高い 東方 向 か ら の 流れ 込み と 思わ れる 。 
No.47 南西 壁 で 遺構 状 の 落ち 込み (4 層 ) を 確認 し た 。 詳 細 な 時 期 は 不明 で ある が 、 埋 士 か ら 中 

ー
ー
 



世 以 降 と 思わ れる 。 

中 世 の 須 恵 器 境 (42) が 出土 し て いる 。 調査 

o.49 柱 穴 と 思わ れる 遺構 を 検出 し た 。 律令 期 の 天 身 ある い は 近 蓋 と 思わ れる 須恵 回 片 が 、 遺 構 

1 埋 士 (38) と 2 層 (39) か ら 出 圭 し た 。2 層 か ら は 他 に 丸 旗 V 式 と 思わ れる 製塩 土器 の 口 縁 部 

(40)、 中 世 と 思わ れる 羽 釜 (41) 等 が 出土 し て いる 。 

o.78 床 土 直下 が 遺構 面 と な っ て お り 、 耕 地 開 発 の 影響 を 受け て いる 可能 性 が 高い 。 遺構 1 か ら 

区 に 隣接 し て 「 卿 殿 夫 人 募 』】、 ま た 北 50m 程 に 「『 郷 殿 

御子 募 」 と 記さ れ た 石碑 が 建て られ て いる 。 た だ し 石碑 自体 は 御影 石 で つく られ た 非常 に 新しい ゃ る 

の で ある 。 

lo.82_ 4・6 層 上 面 が 遺構 面 と 判断 され る 。 

2 まとめ 

た だ し 3ー6 層 は 同じ よう な 土 色 で あり 、7 層 上 面 

で な けれ ば 平面 検出 は 難し いと 思わ れる 。 遺構 2 か ら は 白磁 碗 (49)、 運 弁 文 の 青 破 碗 (44)、 河 

】・ 和 氷 型 と 思わ れる 上 瓦 質 羽 釜 (45) 等 が 出土 し て お り 14 一 15 世 紀 頃 で は な いか と 考え られ る 。 

No.89 46 一 49 は 3 層 か ら の 出土 で 、 弥 生 時 代 前 期 頃 と 思わ れる 。 

o.92 4 層 は 大 き な 礎 を 含み 、 塩 屋 川 の 旧 河 道内 に 位置 する 可能 性 が 高い 。 ま た 4 層 以 下 は 非常 

に 湧 水 が 激しく 、 掘 削 が 困難 で あっ た 。4 層 の や や 較 ん だ 場所 に 土器 だ まり が 形成 され て お り 、 弥 

生 時 代 終 末期 一 古墳 時 代 前 期 頃 と 思わ れる 50 一 

No.99 3・4 層 に 弥生 時 代 前 期 頃 と 思わ れる 土器 片 が 少量 含ま れる 。 

55 が 出土 し た 。 

埋蔵 文化 財 を 確認 し た 調査 区 を 中 心 に 、 遣 跡 の 時 代 や 地形 を 考慮 し て ん AE 地区 に 分 けた 。A 地 

区 に つい て は 先述 の 県 教委 の 成果 も 参考 に する こと が で きる 。 

地形 か ら 大 きく 分 類する と 、A・B 地 区 は 三 角 州 、C は 自然 堤防 上 、D・E 地 区 は 旧 本 庄川 に よ 

り 形 成 さ れ た 小 規模 な 扇状 地 の 末 端 付近 に 立地 する と 推定 され る 。 地元 で の 聞き 取り に よる と 、 旧 

本 庄川 は EE 地区 の 北端 付近 を 西方 向 へ 流れ て し ゝ  た と され 、 こ の 川筋 を 埋め て 耕地 化 を 行っ た らし い 。 

この 時 期 は 不明 で ある が 、 近 世 一 近代 の こと で あろ うと 思わ れる 。 し た が っ て それ 以前 は 旧 本 庄川 

が 旧 塩 屋 川 に 流れ 込ん で お り 、 本 庄川 の 川筋 に は 大 き な 改 変 が 行わ れ て いる 。 ま た A 地 区 は 中 州 状 

の 地形 で 、 地 区 北東 端 で 旧 塩 屋 川 が 分 流し 、 また 奈良 時 代 前 後に この 旧 河 道 が 埋 輝 し て いく こと が 

県 教委 の 調査 か ら わ か っ て いる 。A・B 地区 の 南西 方 向 に 広がる 条 里 型 地 割 の 施工 時 期 に つい て は 

不明 な が ら 、 旧 河道 の 埋 沈 と 西方 向 へ の 流 路 変更 に よ り 施 工 が 可能 に な っ だ と 推定 され る 。 A 地 区 

の 東側 に つい て は 旧 河 道 に 加え て 、 局 状 地 末 端 の 湧 水 地点 ( 出 治 ) が 分 布 し 、 低 湿地 が 広がっ て い 

る こと る 今回 の 調査 で 明らか に な っ た 。 

次 に 各地 区 の 時 期 に つい て 述べ る 。A 地区 南西 部 の No.36・89・99 周 辺 は 弥生 時 代 前 期 頃 が 中 心 

で ある が 、 律 令 期 の 遺構 も 検出 され る 可能 性 が ある 。A 地 区 北東 部 は 県 教委 の 調査 に よっ て 弥生 時 

代 中 期 に は 募 域 と し て 利用 され 、 古 墳 時 代 以 

り 、 特 に 古墳 ・ 奈 良 ・ 鎌 倉 時 代 の 住居 跡 が 多 

降 は 居住 城 と し て 利用 され て いっ た こと が わか っ て お 

く 検 出さ れ て いる 。No.92 は 塩屋 川 の 旧 河 道内 に 位 王 

する と 思わ れ 、 弥 生 時 代 終 末期 一 古墳 時 代 前 期 頃 の 土器 だ まり が 形成 され て いた 。 こ の 調査 区 より 

東側 に 中 州 が 広がっ て いた と 思わ れる 。 中 州 

係 の 可能 性 が ある 流 路 状 の 遺構 が 検出 され た 

い 時 期 と 思わ れる 。 

の 中 心 付近 に 位置 する と 思わ れる No.25 か ら は 上 祭 写 関 

。 出土 遺物 は 古墳 時 代 前 期 頃 で 、No.14・92 よ り 新 し 

B 地区 の No.14 か ら は 弥生 時 代 終 末 一 古墳 時 代 前 期 頃 の 土器 が 多く 出土 し 、 手 づく ね 土器 等 が 含 

ー36 一



まれ て いる こと か ら 、 周 辺 で 何ら か の 祭祀 が 行わ れ た 可能 性 が 考え られ る 。No.92 と 違っ て 粘土 質 
の 土 層 が 厚く 堆積 し て いる こと か ら 、 旧 河道 内 で も 流れ の ほとん ど な い 場所 か 低温 地 状 の 場所 で あっ 
た と 思わ れる 。 

C 地区 は No.78 の 調査 成果 か ら 中 世 の 上 比較 的 短期 間 に 居 住 茂 と し て 利用 きれ て いた よう で ある 。 
また 郷 殿 天 人 ・ 御 子 の 石碑 が 存在 し 、 対 岸 の 山頂 に は 室町 時 代 と 伝え られ る 郷 殿 城 跡 が 立地 する こ 
と か ら 、 郷 殿 関 連 の 施設 等 が 検出 され る 可能 性 も ある 。C で 地区 の 対岸 の 調査 範囲 に つい て は 渦 藩 原 
で ある こと が わか り 、 城 跡 以 外 の 遺跡 は 分 布 し な いこ と が 明らか と な っ た 。 

D 地 区 の No.40 一 42 に つい て は 流れ 込み の 出土 遺物 が ほとん ど で あ る た め 詳 細 な 時 期 は 不明 で あ 
る が 、 中 世 の 遺 構 が 分 布 す る よう で ある 。 ま た 地区 の 東方 向 に 弥生 時 代 中 期 の 遺跡 が 分 布 す る 可能 
性 が ある 。 

E 地区 の No.82 か ら は 14 世 紀 前 後 の 遺 構 が 確認 さき れ た 。D・EE 地 区 の 中 間 地 点 や や 東 寄 り に は 亀 
岡 八幡 神社 が 存在 し 、 中 世に お いて は 岩 清水 八幡 宮 領 で ある 阿 万 庄 の 中 心 的 役割 を 条 た し て いた よ 

う で ある 。 し た が っ て 中 世 以 後 、 亀 岡 八 幡 神社 を 中 心 と し て その 周囲 に 遺跡 が 分 布 し た こと は 確実 
で 、D・E 地 区 は その 遺跡 範囲 の 周縁 部 に 位置 する と 推定 され る 。 (山崎 ) 

調査 区 設定 図 
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調査 内 容 
事業 対象 地 は 、 平 成 17・18 年 度 に 行っ た 園 場 整備 事 
業 に 伴う 調査 に よっ て 確認 され た 弥生 ・ 古 墳 ・ 律 令 期 ・ 

鎌倉 ・ 室 町 時 代 の 遺跡 で ある 木戸 原 遣 跡 の 範囲 内 に あ 

1 

部 分 に あたる 。 よ っ て 調査 は 事業 対象 、 遺 跡 の 境 

地 全 域 で は な く 、 平成 17 年 度 に 行っ た 対象 地 の 東側 に 

行 し て いる 排水 路 部 分 (1 区 ) の 本 発掘 調査 成果 を アー 

踏ま えて 部 分 的 に 行っ た 。 

【A 地区 

調査 区 設定 図 324.40 刀 を 調査 し 、 主 に 東西 に 走る 溝 や 土 を 確認 

し た 。 遺構 に 切り あい が ある こと か ら 、 時 期 差 は ある 

包含 層 か ら は 古代 の 須恵 器 や 土師 器 が 出土 し て いる 。 翔 の 範 時 と 考え られ る 。 前 # 

遺構 2・5 遺構 2 が 遺構 5 を 切っ て い 

が 古墳 時 代 8 

遺構 2 か ら は 小型 丸 底 章 な ど が 出土 し て いる 。 る s。 

深 さ 約 0.35m の 北西 方 向 に 走る 溝 で 大 き な 蛇 行 が み ら れ る た め 、 自 然 流 路 
が 高い 。 東 端 部 で は 遺構 5 を 切り 

遺構 か ら 弥 生 土 問 や 土師 器 の 他 に サメ ヌカ イト 製 の 石 刃 や チャ ー ト 製 の 凹 基 式 石 鱗 が 出土 し て いる 。 

2.0m、 )( 遺構 4 _ 幅 0.7 

の 可能 性 う 。 西端 部 で は 調査 区 外 で 遺構 25 に 合流 も しく は 切り あ ン 

土師 器 が 出土 し 、 四 国 地 方 か ら 搬入 され た 薬 も 含ま O 深き さ 約 0.35m を 測る 遺構 25 幅 3.0 一 6.0m、 

れる 。 

LB 地区 

276.49 志 調査 を 行っ た 。 盛土 直 下 が 遺 構 面 と な っ て お り 、 遺 構 面 まで 後世 の 前 平 が 及 ん で いる 。 

A 地 区 平面 図
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み と 思 われ る 。 

【〔C 地 区 】〕 

344.18mT を 調査 し た 。 1 区 の 調査 で も る 多く 確認 され た 現代 の 暗 楽 が 続い て いる 。 同 一面 で の 検出 
で ある が 遺構 の 切り あい が 多い た め 、 第 1 面 と 第 2 面 に 分 けた 。 

遺構 11 幅 約 0.5m の 東西 方 向 に 走る 溝 で 、 上 層 は 遺構 13 な ど 他 の 遺構 を 切っ て いる 。 下層 は 遺構 
13 な ど に 切ら れ て いる 。 出土 遺物 は 少な く 、 土 師 器 の み で ある 。 

遺構 20_ 南 か ら 北 に 流れ る 溝 で 、 幅 は 1.0m 前 後 で ある 。 下層 の 細 砂 か ら 遺 物 が 僅か に 出土 し 、 須 
恵 突 片 が 含ま れ て いる 。 遺構 か ら 須 恵 器 が 出土 し た の は この 遺構 だ け で あり 、 今 回 の 調査 の 中 で は 

比較 的 新しい 遺構 と いえ る 。 

遺構 13 幅 約 0.8 一 1.7m の 北西 方 向 に 流れ る 溝 で 蛇行 し て いる 。 土師 器 の 他 に 中 一 下層 か ら 弥 生 時 
代 箇 様式 の 吉 の 顕 部 一 底部 が 出土 し た 。 肩 部 は 刺 突 文 や 覆 描 文 が 施 文 され 、 頸 部 は 突 帯 文 で 飾ら れ 
て いる 。 生 様式 の 出土 は 木戸 原 遺 跡 で は 初め て で ある 。 

遺構 25 遺構 上 層 埋 士 が 地 山 と 酷似 し て いた た め 検 出 が 不可 能 で あり 、 底 の ライ ン の み 一 点 破線 で 
示し て いる 。 遺構 13 の 北 束 側 に 沿う 溝 状 の 遺構 で 、 遺 構 13 に 切ら れ て いる 。 遺物 は ほとん ど 出 土 し 
て いな い 。 

C 地 区 平面 図 (上 : 第 1 遺構 面 下 : 第 2 遺構 面 ) 

2 まとめ 

喘 場 整 備 に 伴う 調査 で は 、 特 に 古墳 時 代 中 期 の 遺構 が 顕著 で あり 、 首 長 級 の 大 型 の 掘 立柱 建物 や 
軸 欠 住居 と 考え られ る 遺構 が 密集 し た 居住 城 や 、 土 器 の 他 に 鉄製 品 や 祭祀 具 で ある 滑石 製品 な ど が 
大 草 に 出土 し た 祭礼 域 、 滑 石 製 品 を つく っ た 生産 域 な ど が 確認 され て いる 。 今回 の 調査 で は 、 古 墳 
時 代 前 期 の も の が 中 心 で あっ た が 、 ど の 調査 区 か ら る 潮 や 性 格 不明 の 土塊 ば か り で 堅 穴 住 居 や 柱 穴 
な ど 居 住 城 を 示す 遺構 は 確認 で きず 、 今 まで の 調査 成果 同様 に 遺跡 の 中 心 部 か ら 離 れ た 縁辺 部 と 言 
える 。 僅 か で は ある が 弥生 時 代 革 様式 の 土器 も 確認 で き 、 こ れ に よっ て 周辺 に は この 時 期 の 集落 が 
存在 する こと を 示唆 し て いる 。 よ っ て 、 木 戸 原 遺跡 は 立地 条件 が 良い こと か ら 、 弥 生 時 代 中 期 頃 か 
ら 集 落 が 営ま れ 始 め 、 盛 衰 を 繰り 返し な が ら 現 代 ま で 続い て きた と 推測 され る 。 (的 崎 ・ 定 松 ) 
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ー18 次 調査 
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10 _ 淡路 国分 寺跡 

所 在 地 八木 国分 字 寺 内 

国分 寺 浄 化 槽 設置 事業 業 名 

担当 者 坂口 弘 真 

種別 _ 本 発掘 調査 

調査 期間 ー27 日 平成 20 年 11 月 10 日 

11m 調査 面積 

ii 
= 
半 

調査 の 位置 

調査 内 容 1 

軒 瓦 出土 点数 表 枯 色 を な し 、 創 建 期 の 軒 瓦 と 同様 な 色調 を 持つ 。 一 
に = っ 3 

トル 

o 
物
 

話
 
面
 

る
 
遣
 

油
 外
 

あ 。 
な 

、 内 
が か 
的
 

れ
 
で
 

)
 

人 徴
 ら 
台
 

2
 

特
 

め 
高
 

K
 

、
 認 

し
 

0 
の
 

が
 

出 
エー 

S
 

坊
 

】
 が
 付
 削
 

m w
a
o
 

ゲ
バ
 
立
 口 

設
 
区
 
て
 
に 
に
 
底
 

「 
区
 

b
 

人 
他
 

面 
、 

こ 
リ 

査
 

2
 
所
 
の
 
た
 ノ
 
で
 

号
 

s 
トト 

知 
一
 中
 
に
 
に
 
中
 
で
 
問
 

|
 

| 
構
 

般
 で 
記
さ
 

土 
到 
が 

ーー 
ーー 

| 
遣
 

放 
緑
 承
 
般
 。。 

出
 
平
 
調
 

2
 

一 っ 
、 
西
 

閑
 
利
和
 

ー
ッ
 ッ
ッ
 

8 
な
 
-
 記
 

・ 
6
 
緑
 
谷
 

体
 

隅
 
色
 

、 
| 

主
 
北 
器 器 

る 器
 
個
 の 。 

リ
ー
 

ブ ./ く
 

こ
こ
 

レ
レ
 

調
 調
 |
 =
 

ー
ー
 

ヽ 
土
 

寿
 

れ 
上
 

6
 
所
 

る
 

一
 
癌
 | 

| 
が 軸

 
色
 土 わ 

噴 上 具 脆 
|
 

いい 
時
 

思 
ば る 

語 
六 は 

店
 

プ
 

* 
5
 

と
 

補
 

|
 
。
 少
 
吊 
騰
 恵
 産 。

 ら 
が 記 机

 
ご こ 

上
 は 。
、
p
w
 
需
 

レ
レ
 

o 
こ
 
は
 

。 
L 
記 
た
 は
 が
 っ 生
計
 

名
 る
 ポ
 平
 に
 

画
 
発
 

の
 
の
 

確 
力
 
っ
 

、 
っ
 

区
 

乱 
れれ は

 
が
 
っ
 
放
 "
 

土
 

、 
決
 
れ
 
諸
 
邊
 
ま
 

MM 
計
 本
 
在
 
南 
口
 人
 に 
め
 行 
地
 
搬
 
て
 態
 

か 
貴
人
 は は
 

ざさ ざ が
 博
 。
 
軒
 

で
 

、 う
 

現
 

・. 水
 、 区

 
た
 
は
 

の
 
に
 

置 い 、
 
状
 
た
 

らら 
器
 
邊
 
記
 
施
 
書
 

し 
Re 

凹
 

内
 人
 伴
 
ぶ 
東
 
排 て
 7 た 削

 
南 
で 設

 
お
 
存 が
 し じ 2 理

 
。 が 

星 
和 

っ 
上
 
連
 
に
 

区
 
と
 

活 
し 

? 
っ
 
掘
 

・ 
ま
ま
 
が
 

、 
に
 
遣
 
し
 
継
 
約
 
須
 

秘 
る
 
薬
 
の
 
3
 
表
 
タ
 

寺
 置
 
が 
分
 生
 に 
3 お あ

の
 

東 
る
 
槽 区
 、 こ

 攻
 
さ
 8 カ

カ
 
航 
し
 数
 タ 

分
 設
 。 
削
 
部 
の
 
象
 
お え
て
 

レ 
至
 

化
 5
 く
 ス
ス
 せ は
 深
 

人 
の
 
重
点
 
失
 

国
 
の
 

所
 
槽
 
ら
 
対
 
な
 
世
 百
 

イ
 
に
 
i
d
 

・ 
6
 
の
 
的
 

、 
【ap] 

て 
色
 
1
 
3
 
圭
 
の
 

路
 
槽
 

に
 
ピ
 

か
 
を
 

確
 

ス
 

ト
 
在
 

4
 
.
 少
 

た
 
オ
 
m
l
 

。
 
と
 
ブ
 

時
 

重
 = 

ーー 
が カカ 

Ss 
の
 

一 
、
 

ふ
 
分
 

で 
5 

常
 
る
 た 

に
 
が か
 
出
向
 

淡
 
化
 

に
 

浄 
殿 

) 
た
 

* 
、
 現
 

が 
・ 
が
 

部 
避 

で 
放
 

れ
 

瓦
 

瓦 
方
 

oO 
口
 

ぐ
 

キオ 6
 

ょ ) 
部
 

狭 
2 

畜 
す
 

リ
 
面
 

、
 浄
 る 
地
 
の
 
客
 
て
 区
 

っ 
水
 
で て
 

果
 
は
 
た
 
3
 
響
 
が
 
約
 
は
 
介さ 

オオ 
外
 
丸
 
軒
 
維
 

は
 

る 
あ 
、
 領
 、
7
 
い
い
 
排 い

 。
 結
 

区 
い
と
 
最
 

好 
積 
幅
 
物 

紹 用
 いい 
部
 

町
 
は
 

査
 
い
 で
 は
 
北
 

分 
て
 

除
い
 の
 7
 
て
 
区
 
の
 
良
 

面 
、
 
遣
 
か
 
使
 す
 底 
は
 
る
 
に
 

調
 
て
 
査
 
査
 
レレ 

部
 
3
 め
 は
 
を
 
な
 

査 
・
 け
 bb 
等
 
的
 
査
 
は
 
土
 
つ
 
て
 う
 で
 
瓦
 
い
 
面
 

本
 
れ
 
調
 
調
 
/
 
管
 
、
 
進
 
て
 区
 い 
調
 
6
 受
 2 
乱
 
軟
調
 
模
 
出
 
幾
 
し
 は
 )
 
軒
 
て
 
凹
 

さ
 
撮
 

ト
 

配 
認
 で
 2 る 3

 
て
 

と
 
を
 
る
 
拉
 
比
 

規
 

を
 
と
 
に
 
類
 

し
 
で
 

に ぶ ぷ い 

般 的 に 陽平 瓦 は 寄 棟 も しく は 入母屋 造り の 建物 に 使用 され る (型式 名 は 「『 国 分 遺跡 】 2004 に 追加 )



こと か ら 、 調 査 区 西側 に は 、 同 種 の 構造 を 持つ 瓦 
| メ ェ ー188.960. に 

茸 建物 が 想定 さ れる 0 LT YE 4 も 635、 ベー ュー ロロ 

これ ら 遺 物 の 年 代 は 、 瓦 類 に つい て は 耐久 年 代 

の 関係 か ら 淡 路 国 分 寺 創 建 期 (8 世紀 後半 頃 ) を 

合 む も の の 、 土 器 の 年 代 は 創建 期 よ りな し ろ 9 世 

紀 に 入っ て か ら の る の が 主体 に な る と 思わ れる 。 

2 まとめ 

以上 本 調査 に より 、 伽 藍 中 枢 部 に お いて 部 分 的 

で は ある が 、 失 乱 の 影響 を 受け て いな い 部 分 が 遺 

存 し て いる こと が わか っ た 。 特に 2 b 区 を 中 心 に 

秦 認 し た 資料 は 、 法 会 に 使用 さき れ た 演 款 、 官 位 を 

意図 する と 思わ れる 墨書 土器 や 建物 構造 を 復元 で 

きる 道具 瓦 等 非常 に 興味 深い 資料 が 含ま れ 、 年 代 

的 に は 遺物 の 特徴 か ら 1984 年 度 に 実施 し た 3 次 調 

和 栓 の ITR6NS 調 査 区 か ら 出土 し た 遺物 と 同じ く 、 

一 次 講堂 廃絶 期 の 資料 と 評価 で きよ う (『 淡 路 国 分 

寺跡 」 三原 町 教育 委員 会 1993) 。 (坂口 ) 

- 

ゴゴ X= -188.965. 

2b 区 _SK2 ( 西 よ り ) 

ーー 一 メ =ー188.980. 

YE 41.630. Ys 41.835. 

出土 遺物 調査 区 平面 図
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1 | も 

1a 区 . . 
! 4 [ 4 

25b 区 2a 区 15 区 

基 50 基 41 

1・2 区 層 序 名 ー i 

し
 

2.5Y7/6 明 黄 褐色 土 寺 

10YR4/3 春 混 に ぶ い 黄 褐 色 土 (る 10cm 以 下 多 く 含む ) 
2.5Y5/3 黄 褐 色 土 

2.5Y7/6 明 黄 褐色 土 填 10YR6/3 に ぶ い 黄 枯 色 土 

2.5Y5/6 黄 褐 色 粗 砂 ( 真 秒 土 ) 
礎 ( の る 20cm 以 下 ) 土 瓦 
2.5Y7/6 明 黄 褐色 土 十 
2.5Y4/3 オリ ー ブ 褐 色 土 (の 20cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
10YR5/2 灰 黄 褐色 土 
2.5Y8/6 黄色 土 
2.5Y74 浅 黄 色 粘 質 土 
2.5Y3/2 礎 混 黒 褐色 土 (の 15cm 以 下 多 く 含む ) 

11 10YR4/2 礎 混 灰 黄 褐色 土 ( ゅ 10cm 以 下 多く 含む ) 
12 10YR5/3 礎 混 に ぶ い 黄 褐 色 土 (の 60cm 以 下 多 く 含む )〉 
13 10YR6/2 礎 混 灰 黄 掲 色 土 ( み 20cm 以 下 多 く 含む )》 
14 2.5Y5/4 礎 混 黄 褐 色 土 (る 20cm 以 下 ま ば ら に 含む ) 
15 2.5Y6/3 に ぶ い 黄色 細 砂 質 土 
16 10YR4/2 灰 黄 褐色 土 

17 10YR3/3 暗 褐 色 土 

18 10YR3/3 礁 混 暗 褐色 土 (る 10cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
19 10YR3/2 礁 混 暗 褐色 土 (15cm 以 下 ・ 上 炭化 物 わ ず か に 含む } 
お 10YR3/1 奏 混 黒褐色 土 ( の 20cm 以 下 ま ば ら に 含む ) 
21 10YR6/4 礎 混 に ぶ い 黄 栓 色 極細 砂 質 土 ( ゅ 10cm わ ず か に 含む ) 
22 2.5Y7/6 礎 混 明 褐 色 土 (の 15cm 以 下部 分 的 に まばら に 含む ) 

9
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レー 37.90m 

区 
3 区 層 序 名 25 区 

1 2.5Y5/6 黄 褐 色 粗 砂 (真砂 土 ) 
2 2.5Y7/6 明 環 褐色 土 二 

10YR6/3 に ぶ い 黄 椿 色 土 
2.5Y6/3 に ぶ い 黄色 細 砂 質 土 

10YR4/2 灰 黄 褐色 土 
10YR3/3 暗 褐色 土 
2.5Y7/6 明 黄 褐色 土 の ②
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2・5r10・ 1 12・18・21123・24:2b 区 18 層 

1:6・8・9・13… へ 17:2b 区 SK2 

25:25b 区 16 層 

3 4 7・19・20・22:2b 区 14・16 層 

出土 遺物 1 

20cm 
』 

= デム ) (の 

ー49 一



26・31・32:2b 区 SK2 

27:3 区 5 層 
28:2b 区 7・16 層 
29:2b 区 16 層 
30: 廃 土 

B-B' 20cm ご (の 

出土 遺物 2 

ー50 一



2012 年 3 月 29 日 発行 

南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 年 報 V 
2008 年 度 埋蔵 文化 財 調 査 

発行 南あわじ 市 教育 委員 会 

編集 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 

〒656-0455 兵庫 県 南あわじ 市 神代 国 衛 1100 

TEL 0799-42-3849 

印刷 は と 商業 印刷 

〒656-0341 兵庫 県 南あわじ 市 津 井 2606 

TEL 0799-38-0844 


	巻頭写真図版
	はじめに・例言
	目次
	第1章 埋蔵文化財事業の動向
	第2章 埋蔵文化財調査の成果
	第1節 埋蔵文化財調査一覧表および調査位置図
	第2節 主な埋蔵文化財調査の成果
	1　立石遺跡（3次調査）
	2　才門遺跡（2次調査）
	3　大野遺跡（3次調査）
	4　大野遺跡（4次調査）
	5　九蔵遺跡（6次調査）
	6　佐保谷瓦窯跡（1次調査）
	7　大野遺跡（5次調査）
	8　井手田遺跡（1次調査）
	9　木戸原遺跡（8次調査）
	10　淡路国分寺跡（18次調査）



